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研究成果の概要（和文）：本研究では、ロシア東欧・広域英語圏・広域スペイン語文学の専門家

の共同作業により、国・言語の枠を超えた広い視野から現代世界の文学の複雑なプロセスを総

合的に調査し、新しい文学研究のあり方を探った。その結果、グローバル化時代にあっても世

界の文学は一方的に均質化することはなく、全体として豊かに多様化していることを明らかに

するとともに、欧米中心に組み立てられてきた従来の世界文学像を拡張し、日本も視野に入れ

た新たな世界文学カノンの可能性を探究することができた。 

 

研究成果の概要（英文）： This research project is based on the collaboration of specialists of 

English-language literature, Spanish-language literature, and Russian and East European 

literature. We investigated the complicated process of contemporary world literature 
comprehensively, taking a broad view that would make it possible for us to go across the 

borders of nations and languages, and explored new approaches to literary studies. As a 

result, we succeeded in showing clearly that even in the age of globalization, world 

literature is not being homogenized one-sidedly; it is rather becoming richly diversified as a 

whole. We also expanded the conventional framework of world literature centrally based on 

the Western literary canon, and studied possibilities of a new canon of world literature that 

would integrate Japanese literature into itself. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 20 世紀後半以降の世界の文学を概観する
と、従来の一国一言語の枠内では捉えきれな

い越境的現象が顕著になってきている。こう
した事情を反映して、越境や亡命といったテ
ーマを掲げる文学研究が増えてきている。本
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研究計画の代表・分担研究者も、既にこうし
た方向での文学研究を切り拓く道を探って
きた。ラテンアメリカの分野では野谷文昭
『越境するラテンアメリカ』（1989）、ロシア
東欧では沼野充義『徹夜の塊―亡命文学論』
（2002）、国や言語の枠を越えて世界現代文
学を見る試みとしては柴田元幸・沼野共著
『200Ｘ年 文学の旅』（2005）がその主な成
果である。 

 

(2) グローバル化という言葉が今日多用され、
あたかも世界の文学が均質化しつつあるか
のように言われがちだが、実際には国・言
語・エスニシティ別の固有性は、時にはむし
ろ強まり、新たに展開している。一口にグロ
ーバル化と言っても、国や言語の境界を越え
ていこうとする傾向と、境界の中にとどまっ
て伝統的な価値を守ろうとする傾向とが、相
互にせめぎあっている。本研究の開始にあた
っては、このようなグローバル化現象を前提
として踏まえながらも、それを全面的に肯定
するわけではなく、むしろ批判的に分析して
いくべきであるという問題意識があった。 

 

(3) 日本学術振興会の人文社会科学振興プロ
ジェクト第５領域において沼野が企画委員･
プロジェクトリーダーとなって 2004 年度に
開始されたプロジェクト「伝統と越境―越え
ゆく流れととどまる力のインタラクション」
は、前述のような現状認識から出発したもの
であり、その問題意識はそのまま本研究の学
問的背景になっている。さらに、東京大学大
学院で 1998 年度からまず沼野が、次に柴田
がほぼ一貫して携わってきた「多分野交流演
習プロジェクト」も、こうした方向で世界の
文学を再検討し、新しい文学研究のあり方を
探るものだった。その成果としては、まず沼
野編『多分野交流演習論文集 とどまる力と
越え行く流れ』（東京大学大学院人文社会系
研究科、2000）がまとめられ、次に柴田編『文
字の都市』（2007）が出版された。これらの
刊行物は、現代における世界文学へのアプロ
ーチとして本研究プロジェクトの前提とな
るものであった。 

 

(4) 本研究プロジェクトの母体となる現代文
芸論研究室（代表者と分担者の全員が所属）
は、東京大学大学院人文社会系研究科・文学
部において、まさに前述のような問題意識か
に基づいて 2007 年 4 月に新設されたもので
あり、一国一文学の枠を超え、現代日本文学
も視野に入れながら、世界の文学を幅広く視
野に入れて研究・教育することを趣旨として
いる。本研究室は、ロシア東欧文学、ラテン
アメリカ文学、広域英語圏文学、現代日本文
学といった、世界の様々な地域の文学の専門
家が交流する場となっており、本研究課題も

研究室全体で取り組むべきものと位置づけ
られる。 

 

２．研究の目的 

(1）以上のような学問的背景と問題意識を踏
まえ、本研究は現在の世界の文学の複雑なプ
ロセスを全体としてとらえるために、以下の
ような問題の解明を目的とする。 

ヨーロッパ周辺の越境的な文学のありかた
―ロシア東欧の亡命文学 

20 世紀後半以降、旧ソ連・東欧から「西側」
への亡命の動きは顕著なものであり、その中
には 20 世紀後半の世界文学を代表する重要
な作家が多数含まれていた（ナボコフ、ブロ
ツキー[以上ロシア出身]、ゴンブロヴィチ[ポ
ーランド]、クンデラ[チェコ]、キシュ[ユーゴ]

等）。これらの作家の越境・亡命体験や、異
文化との接触が、その創作にどう影響し、ま
た亡命作家の存在が西側の文学にどんなイ
ンパクトを与えたかについての、総合的な研
究は日本ではまだ乏しい。本研究では、上記
のうち何名かの特定の作家に重点をおき、現
代世界の文脈内で彼らの越境が持った意味
を解明する。また、研究協力者の参加も得て、
現代ドイツやフランスなどにおける移民文
学や、イディッシュ語やクレオール語など
「混成語」によって書かれた文学も視野に入
れる。 

 

(2）ヨーロッパ周辺の越境的な文学のありか
た―広域スペイン語圏文学の場合 

1960 年代の新小説の＜ブーム＞自体、国
境を越えスペイン語圏全体に広がる現象で
あり、その媒体となったのはスペインの出版
社の文学賞やパリで発行されるスペイン語
雑誌だった。それらは亡命作家やディアスポ
ラ作家に発表の場を提供し、スペイン語圏全
域に作家の存在を知らしめるとともに、世界
市場にアピールすることで多国語による翻
訳の機会も提供した。さらに北米のヒスパニ
ックないしラティーノ文学、特にメキシコ系
アメリカ人によるチカーノ文学は、スペイン
語と英語のバイリンガル的な傾向の強い越
境的文学として顕著なものであり、2 言語に
またがる創作をささえる文化的アイデンテ
ィティや言語的特質も注目に値する。 

本研究では、こういったラテンアメリカ文
学や北米のスペイン語文学に本質的に備わ
っている越境性に焦点をあて、個別の作家・
作品研究を前提としながらも、総合的な視点
からその文学的意義と現代世界の文学に与
えつつある影響を解明する。 

 

(3) 英語圏文学の多様化とグローバル化 

インド系のラシュディ、日系のイシグロな
ど、現在イギリス文学の重要作家の多くが英
語を母語としない書き手であり、またアメリ



カにおいても、メキシコ系、カリブ系、アジ
ア系、東欧系など、様々な出自を持つ移民作
家が活動している。こうした流れのなかで、
標準的な英語という概念はもはやかつてほ
どの有効性を持たず、それぞれの書き手が、
己の母語との関係性においてそれぞれ独自
の英語を組み立てている感がある。そのなか
で、英語圏文化と非英語圏文化の政治的・経
済的不均衡が鮮明に浮かび上がるという面
もあり、「多様化」は「グローバル化」の問
題点も浮き彫りにする。本研究ではこの問題
に包括的に取り組み、グローバル化時代にお
ける英語圏文学の多様化に新たな光を当て
る。 

 

(4) 翻訳が現代世界文学において果たしてい
る役割 

グローバル化時代における世界の文学は、
総体としては当然のことながら、翻訳を通じ
て存在している。さまざまな言語で書かれた
作品をすべて原語で理解できる読み手は現
実には存在せず、国と言語を超えて文学作品
が理解され享受されるためには、翻訳の存在
が不可欠である。本研究は、その過程で生じ
てくる、翻訳によって失われるものは何か、
正しい翻訳というものはありうるのか、とい
った問題を解明することを目指し、翻訳とオ
リジナルの関係、オリジナルに備わっている
文化的アイデンティティと翻訳を通じての
その変容といった側面に焦点をあて、翻訳を
通じて文学作品を読むという営みはそもそ
もどういうことか、問題提起を行いたい。 

 また村上春樹の国際的な人気に端的に現
れているように、現代日本文学も現在、英語
をはじめ様々な言語への翻訳を通じて、世界
的に受容されるにいたっている。こういった
日本文学の「国際化」の意義と問題について
も、上述のような翻訳に関する問題意識を前
提として研究を行う。 

 

(5)「世界文学」論の展開と新たなカノンの形
成 

上記のように、本研究では主としてヨーロ
ッパ周縁の越境的な現代文学のあり方に着
目しつつ、それを総合して、現代世界の文学
を広い視野で捉えることを最終的には目指
す。その際、「世界文学」とは翻訳を通じて
流通し、それぞれの受入国で新たな価値と文
化的アイデンティティを付与されるものだ
とする David Damrosch の論や、世界の文学
を地理的・統計的に把握していこうとする
Franco Moretti の「遠読」(distant reading)

といった視点を参照しつつ、西欧だけでなく、
広域英語圏・広域スペイン語圏・ロシア東
欧・日本も含む形での新たな世界文学像をつ
くることを目指す。 

世界文学のカノン(canon)が書き換えられ

るべき時期にさしかかっているといわれて
久しいが、本研究では西欧の古典中心の伝統
的なカノンを尊重しつつ、それを拡張し、ヨ
ーロッパ周辺や日本も含んだ形でのカノン
を考えていく。 

 

３．研究の方法 

(1) 研究を進めるにあたっては、東京大学大
学院人文社会系研究科・文学部現代文芸論研
究室に所属する研究代表者・分担者の計 4 名
が中心となり、以下に挙げる各専門分野での
研究を深めつつ、それぞれの分野に関連した
研究協力者と緊密な連携を常に保って研究
を行う。 

 

(2) 研究集会などには、院生やポスドクなど
の若手研究者に積極的に参加を呼びかけ、発
表・共同調査・討論などの場を与え、新しい
文学研究を切り拓く広い視野を持った研究
者を養成する。また、本研究の代表者・分担
者がこれまでの研究活動を通じて培ってき
た研究者・文学者の幅広い国際的ネットワー
クを活用し、海外の研究者・作家・翻訳家な
どにも協力・参加してもらう。具体的には、
E メールを通じて意見交換を行うほか、日本
に短期招聘してシンポジウムを開催する。 

 

(3) 研究代表者・分担者は、それぞれの専門
分野での文献研究のほか、海外での調査（作
家との聞き取り調査を含む）、個別の小規模
の研究集会・講演会などを積み重ねる。また
それぞれの分野での国内の若手研究者を協
力者として招き、研究集会や討論など、様々
な場で協力してもらう。 

 

(4) 年に一回程度、海外からの招聘ゲストを
交えてのシンポジウムなどを開催する。シン
ポジウムは原則として公開し、他大学の研究
者や一般市民との意見交換・交流も目指す。 

 

４．研究成果 

(1) 本研究は現代世界の文学の複雑なプロセ
スをできるだけ広い視野から調査し、新しい
文学研究のあり方を探るものである。代表者
が主な専門領域とするロシア東欧の他、分担
者と緊密な連携をとりながら、広域英語圏、
広域スペイン語圏、亡命・越境文学など様々
な分野の研究を並行して進めた。その際、各
年度毎に重点課題を定め、それを中心に共同
研究を進めた。初年度（平成 20 年度）に重
点課題としたのは、第 1 に欧米の周縁や日本
も視野に入れて世界文学の現状を総合的に
把握しながら、欧米中心主義的な世界文学像
の再検討を試みること、第２に現代世界文学
における翻訳の役割の重要性を解明するこ
とである。 

第 1 の課題については、①南北アメリカ―



ベトナム系作家リン・ディン、ポーランド系
作家ダイベック、世界文学とラテンアメリカ、
ガルシア＝マルケス、現代キューバの作家と
文化的環境、②中・東欧―セルビア作家パヴ
ィチと中欧ポストモダニズム、ハンガリー作
家エステルハージと中欧の詩学、ポーランド
の周縁文化、③日本と世界―中国人日本語作
家楊逸、日独バイリンガル作家多和田葉子、
現代日本文学とロシア、日本文学の境界と新
たな「世界文学」の概念、といった様々な作
家・主題について個別の研究を深めるととも
に研究集会・シンポジウムなどを開催し、現
代世界文学の多様性と越境性を確認し、文学
的カノン（規範）が再編成されつつある現状
を概観した。 

第２の課題については、若手研究者の積極
的な参加を得て国際ワークショップ「翻訳と
世界文学」と越境・移民文学をめぐるシンポ
ジウム「未来への郷愁」を主催したほか、日
本ロシア文学会全国大会でワークショップ
「ロシア文学にとって翻訳とは何か？」を組
織した。その結果、現代の世界文学において
翻訳が決して副次的・周縁的な現象ではなく、
作家自身の創作のプロセスの本質に関わる
ものであることを確認し、また翻訳による原
作の変容と受容を通じて現代の世界文学が
形づくられていく過程を検討した。 

 

(2) 平成 21 年度に重点課題としたのは、「グ
ローバル化時代の越境的体験と文化的アイ
デンティティ」であり、代表者が主な専門領
域とするロシア東欧の他、分担者と緊密な連
携をとりながら、広域英語圏、広域スペイン
語圏における越境的な作家とその創作を、個
別の様々な例に即して調査・分析した。 

具体的には、現代アメリカの作家レベッ
カ・ブラウン、ブラジルの映画研究者ジョア
ン・ルイス・ヴィエイラ、ロシアの作家ボリ
ス・アクーニン、ベオグラード在住の詩人・
文学研究者山崎佳代子、ベルリン在住のソ連
出身作家ヴラジーミル・カミーナー、オース
トリア在住のユダヤ系（ロシア出身）作家ヴ
ラジーミル・ヴェルトリープなどをゲストと
して招き、講演会を開催するとともにそれぞ
れの作品の検討を行なった。 

また 7 月には加藤有子が中心となって「シ
ュルツ祭」というシンポジウムを企画し、ポ
ーランドのユダヤ系作家ブルーノ・シュルツ
の創作と生涯を検討した。10 月にはボルヘス
会に協力して、ボルヘスと南北アメリカとい
う主題を検討した（野谷・柴田）。11 月には
沼野が中心となって、セルビア出身のユダヤ
系作家ダニロ・キシュをめぐるシンポジウム
を、奥彩子・山崎佳代子といった専門家の参
加を得て開催した。また 2010 年 3 月には、
日本ナボコフ協会と連携してナボコフ研究
者（マリコワ、バビコフ、レヴィング、シュ

ライヤー父子、ネポムニャシチー）をアメリ
カおよびロシアから招き、連続講演会を通じ
て、亡命作家の詩学と生涯を検討した。 

これらの研究活動を通じて、越境的体験を
持つ様々な作家の個別例について、豊かな事
例が収集され、多分野的な視点から今後総合
分析していくための資料が十分集められた
と自己評価している。 

 

(3) 平成 22 年度の主要課題は「グローバル化
時代の世界文学の多様性と多言語性」であり、
広域英語圏、広域スペイン語圏、ロシア東欧
圏の三つの分野を主要な領域としつつ、現代
日本も常に視野に入れて研究活動を行なっ
た。 

まず、広域英語圏については、非英語圏出
身作家の英語文体の研究に重点をおき、ジョ
ゼフ・コンラッドやヴラジーミル・ナボコフ、
カズオ・イシグロなどの例を取り上げ、彼ら
の文体の比較検討を中心に、テーマ、世界観
などを考察した。研究代表者沼野によるナボ
コフ『賜物』、分担者柴田によるコンラッド
『ロード・ジム』の新訳と詳細な解説（どち
らも河出書房新社刊、世界文学全集所載）も
この分野での成果である。 

広域スペイン語圏では、ヒスパニックある
いはラティーノ文学と呼ばれる北米の文学
を視野に入れながら、キューバ、コロンビア
などのカリブ海圏の文学に重点を置き、この
地域の言語と文学の多様性を研究した。 

ロシア東欧圏では、この地域における多民
族性・多言語性に重点を置き、民族・言語・
文化的アイデンティティの関係を研究した。
対象となる主な作家は、アブハジア系作家イ
スカンデル、チュヴァシ系詩人アイギ、ポー
ランドのユダヤ系作家シュルツなど。また代
表者沼野はストックホルム、韓国、モスクワ
などの学会で、ロシア東欧文学とアジア・翻
訳などのテーマで発表し、この分野における
国際的交流を推進した。分担者加藤はドロホ
ビチの国際学会でシュルツについて報告を
行なった。 

上記の様々な分野における研究を統合・発
展させる契機として、ゲスト講師を招いての
研究集会・セミナーなども積極的に開催した。
そのうち特に重要な三つの国際シンポジウ
ム等については、それぞれ報告集をまとめて
2011 年 3 月に刊行した（「本郷の春－ナボコ
フ亡命ロシア作家たちをめぐる連続講義の
記録」〔日本語〕、「ロシア文学と東アジア」〔英
語〕）、「社会制度としてのロシア文学」〔ロシ
ア語〕）。 

 

(4) 平成 23 年度は「現代世界文学と翻訳」を
主要課題とし、広域英語圏、広域スペイン語
圏、ロシア東欧圏の三つの分野を主要な領域
としつつ、世界における日本文学の受容の広



がりも視野に入れて翻訳に焦点を合わせた
研究活動を行なった。 

具体的には研究代表者・分担者のそれぞれ
の地域に即して研究を進め、成果を持ち寄っ
て世界的な視野を得るようにつとめた。また、
日本文学が各国語にどのように訳され、受容
されているか、あるいは外国文学が日本語に
どのように訳され、受容されているかを視野
にいれ、その際生ずる言語・文化的問題点も
検討した。野谷のラテンアメリカ文学と日本
の関係についての研究成果、および沼野のロ
シア文学の日本への影響などが、この方向で
の主たる成果である。 

今年度は研究の進展と海外の研究者との
交流の深まりにともない、欧米だけでなく、
東アジアとの関係も重視しながら、研究活動
を行い、予期していたよりも大きな成果を挙
げた。柴田による翻訳を主題とした PESETO

会議の組織と報告、沼野による第 3 回東アジ
ア・ロシアユーラシア研究学会におけるパネ
ル「近代日本文学とロシア」の組織などがそ
の主な成果である。 

また加藤はヨーロッパ辺境地域における
多言語的文化のあり方の研究を進め、翻訳に
よらないマイナー言語のネットワークの可
能性という新たな方向の探究も視野に入れ
て成果をあげた。加藤の博士論文をもとにし
た著書『目から手へ―ブルーノ・シュルツ』
も、東欧文学の世界文学との関係に大きな示
唆を与える業績となっている。 

さらに平成 23 年 11 月 12 日にアメリカの
比較文学者デイヴィッド・ダムロッシュ氏
（ハーヴァード大学教授）を招待して世界文
学について大規模な国際シンポジウムを組
織した他、書物の新しい形態を探るポーラン
ドのバザルニク、ファイフェル氏を招いて講
演会などを開催し、これまでの研究を総合し
て考える道筋をつけることができた。 

 

(5) 最終年度にあたる平成 24 年度は「新しい
世界文学像とカノンの形成」を主要な研究テ
ーマとして掲げ、これまでの研究調査成果を
統合するとともに、従来の西欧先進国中心の
カノンを刷新し、新しい世界文学像を描き出
すことを試みた。その際、ゲーテがかつて語
ったような普遍的価値をもつ「世界文学」の
概念から、現代の多様な世界文学を捉えよう
としているハーヴァード大学のダムロッシ
ュまでの議論を踏まえ、各民族がその独自性
を保持しながら多様にして普遍性をもった
新しい世界文学がどのように可能になりつ
つあるか、見通しを示すことを試みた。 

  研究代表者・分担者がこれまで積み重ねて
きた研究成果は、今年度は特に世界各地の国
際学会で発表する機会が多く、国際的な研究
交流や成果のアピールなどでも成果が大き
かった。沼野は、2012 年 6 月にベルリン自

由大学で開催された国際ワークショップ「世
界文学へのアプローチ」において「現代日本
文学における移動する境界」、2012 年 9 月に
モスクワで開催された「国際翻訳者会議」に
おいて「現代日本におけるロシア文学―受容
と影響」という報告を行い、現代日本文学の
世界文学における位置づけを試みた。また加
藤はイギリス、ウクライナ、アメリカ、フラ
ンスなどにおいてシュルツ研究に関する報
告を行い、国際的な東欧文学研究の場に加わ
って本研究の視野を広げることに貢献した。
現代世界文学の最も注目すべき作品の一つ
であるボラーニョ『2666』の野谷による翻訳
（共訳）、現代日本文学を英訳で紹介する雑
誌 Monkey Business の柴田による編集刊行
なども、本研究に緊密に関係した業績である。 

 最後に研究の総まとめとして 2013 年 3 月
2・3 日に東京大学で 100 名以上の内外の研
究者を集め、国際会議「グローバル化時代の
世界文学と日本文学―新たなカノンを求め
て」を開催した（日本学術振興会国際研究集
会助成）。そこでは現代世界文学の多様な側
面を討議し、特に日本文学をも視野に入れた
世界文学へのアプローチ方法を探究すると
ともに、新たな世界文学カノンの可能性を模
索した。この会議で集中的に討議された現代
日本文学、世界文学の概念、翻訳論、ラテン
アメリカ文学、越境と混成、現代ロシア中欧
文学などをめぐる主題が、5 年間の研究活動
のほぼ全体をカバーすることになった。 

 この国際会議の報告集は 2013 年度中に欧
文で刊行する予定で、現在編集作業中である。
またその中から日本の読者に特に興味深い
論文を選んで日本語訳し、日本語でも単行本
として刊行する予定である。 

 また、2012 年に東京大学出版会より刊行
された塩川伸明・小松久男・沼野充義他共編
『ユーラシア世界』（全 5 巻）は本研究課題
と内容的に緊密な関係にあり、これも重要な
研究成果の一端として位置づけられる。 
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